
治
機
能
の
低
下
」と
い
う
負

の
ス
パ
イ
ラ
ル
か
ら
い
か
に

脱
出
す
る
か
、自
治
体
の
政

策
は
ど
う
貢
献
で
き
る
か
考

え
さ
せ
ら
れ
る
大
き
な
課
題

で
あ
っ
た
。

�

茂
木　
重
幸

　

恒
例
の
佐
久
市・
軽
井
沢

町・御
代
田
町・立
科
町
議
会

合
同
議
員
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、藤
田
孝
典
講
師
よ
り「
貧

困
世
代
︱
若
者
に
ひ
ろ
が
る

貧
困
と
格
差
︱
」と
い
う
重

い
課
題
に
つ
い
て
の
講
演
で

あ
っ
た
。

　
講
師
は
聖
学
院
大
学
客
員

准
教
授
で
、学
生
時
代
よ
り

対
貧
困
問
題
に
取
り
組
み
、

現
在
は
厚
生
労
働
省
社
会

保
障
審
議
会
委
員
、反
貧
困

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
埼
玉
代
表
と

し
て
活
躍
中
で
あ
る
。

　
少
子
高
齢
化
と
い
う
現
実

的
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
多
く

の
デ
ー
タ
を
提
示
し
、分
解

析
に
よ
り
未
来
を
予
測
、解

決
策
は
ど
こ
に
？
と
持
論
を

展
開
さ
れ
た
。

　

例
え
ば
、平
成
24
年
の
統

計
に
よ
る
と
、我
が
国
の
相

対
的
貧
困
率
は
15・
6
％
で

O
E
C
D
加
盟
34
カ
国
中
６

位
、特
に
20
歳
世
代
の
貧
困

　
11
月
28
日・29
日
に
か
け
、

土
地
区
画
整
理
事
業
が
終
了

し
た
埼
玉
県
三
芳
町
と
、先

進
的
廃
棄
物
処
理
施
設
を
訪

ね
た
。

　
三
芳
町
は
県
の
最
南
部
に

位
置
し
、東
京
へ
最
も
近
く

人
口
3
万
8
千
人
の
町
だ
。

同
町
の
富
士
塚
土
地
区
画
整

理
組
合
で
現
場
視
察
と
併
せ

事
業
関
係
者
、地
権
者
で
あ

る
組
合
の
方
か
ら
も
多
く
の

情
報
と
話
を
聴
く
こ
と
が
で

き
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、地
権
者

が
主
体
的
に
組
合
設
立
を

し
、全
体
の
合
意
形
成
へ
向

け
た
関
係
者
の
地
道
な
作
業

と
、不
足
分
の
公
金
投
入
に

対
し
納
得
感
を
得
て
こ
そ
実

現
し
た
と
い
う
事
だ
。

　
意
向
調
査
か
ら
15
年
で
の

実
現
か
ら
そ
の
苦
労
と
想
い

が
伺
え
る
。整
理
地
は
ほ
ぼ

住
宅
分
譲
さ
れ
、一
戸
平
均

38
坪
の
土
地
に
新
興
住
宅
地

ど
う
す
る
若
者
の
貧
困

佐
久
市・北
佐
久
郡
議
会
合
同
議
員
研
修
会

　
11
月
17
日
　
佐
久
市
　
プ
ラ
ザ
21

土
地
区
画
整
理
事
業
と

　
廃
棄
物
の
資
源
循
環
の
先
進
地
を
視
察

　
11
月
28
日
　
埼
玉
県
三
芳
町

　
　
　
29
日
　
オ
リ
ッ
ク
ス
資
源
循
環（
株
）

率
は
30
％
に
近
く
、単
身
者

に
あ
っ
て
は
そ
れ
を
超
え
る

高
い
数
値
で
あ
る
。

　
そ
の
平
均
所
得
中
央
値
が

200
万
円
以
下
で
は
結
婚
を
意

識
で
き
ず
、し
か
も
、貧
困
の

固
定
化
は
進
ん
で
い
る
。

　

若
者
の
貧
困
の

現
実
は
、他
国
と

の
、ま
た
年
次
に
よ

る
比
較
等
か
ら
、そ

れ
が
個
人
に
起
因

す
る
も
の
ば
か
り

で
な
く
、社
会
構
造

の
変
化
に
よ
る
も

の
も
大
き
く
影
響

し
て
い
る
と
説
き
、

公
的
負
担
、所
得
再

配
分
の
有
り
方
の

再
検
討
が
必
要
で

は
な
い
か
、と
問
い

か
け
ら
れ
た
。

　
「
若
者
の
貧
困
」、

「
未
婚
率
の
上
昇
」、

「
少
子
高
齢
化
問

題
の
深
刻
化
」、「
自

を
形
成
し
て
い
た
。

　
新
し
い
都
市
計
画
と
し
て

ダ
イ
レ
ク
ト
に
人
口
増
の
町

づ
く
り
に
な
る
メ
リ
ッ
ト
を

実
感
し
た
。

　

当
町
も
、土
地
の
有
効
活

用
か
ら
将
来
へ
向
け
た
人

口
対
策
へ
繋
が
る
施
策
の
重

要
選
択
肢
と
し
て
、ニ
ー
ズ

を
慎
重
に
調
査
し
窓
口
は
広

く
開
け
る
事
も
大
切
と
捉
え

た
。

　

2
日
目
は
、当

町
が
硬
質
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
処
理
を
委

託
し
て
い
る
埼
玉

県
寄
居
町
の
彩
の

国
資
源
循
環
工
場

内
の
オ
リ
ッ
ク
ス

資
源
循
環（
株
）を

視
察
し
た
。

　
特
徴
と
し
て
、県

の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に

よ
り
ガ
ス
化
改
質

方
式
で
廃
棄
物
を

ス
ラ
グ
、メ
タ
ル
、

工
業
塩
、燃
料
ガ
ラ
ス
な
ど

へ
変
換
し
完
全
リ
サ
イ
ク
ル

し
、埋
め
立
て
処
理
が
な
い

最
先
端
処
理
施
設
で
あ
る
事

だ
。

　
こ
の
度
は
我
々
委
員
が
情

報
を
提
供
す
る
使
命
と
意
義

を
深
め
る
研
修
と
な
っ
た
。

　
町
民
建
設
経
済
委
員
長

�

井
田　
理
恵

　
小
諸
市・軽
井
沢
町・御
代

田
町
の
1
市
2
町
の
議
会
議

員
が
小
諸
市「
音
羽
」に
集

ま
り
、浅
麓
地
域
議
会
議
員

懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
演
題
の
第
一
部
は
一
般
社

団
法
人
小
諸
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
牧
野
和
人
会
長

に
よ
る「
爽
や
か
な
風
が
吹

く　
名
君　
牧
野
康
哉
公
の

生
涯
に
学
ぶ
」で
あ
っ
た
。

　

時
は
江
戸
時
代
後
期
、日

本
の
政
治
が
大
き
く
転
換
し

よ
う
と
す
る
維
新
の
足
音
が

聞
こ
え
て
き
た
時
代
だ
。

　

牧
野
康
哉
は
、常
陸（
現

在
の
茨
城
県
）笠
間
藩
主
牧

野
貞
幹
の
次
男
と
し
て
江
戸

笠
間
藩
邸
で
生
ま
れ
、天
保

４
年
15
歳
で
第
９
代
小
諸
藩

主
と
な
っ
た
。

　
天
保
３
年
か
ら
始
ま
っ
た

飢
饉
は
享
保
、天
明
に
続
く

江
戸
時
代
三
大
飢
饉
の
一
つ

で
あ
っ
た
。

　
天
候
不
順
に
よ
り
作
物
の

　
1
日
目
は
2
0
1
4
年
５

月
に
開
所
し
た
愛
知
県
の
名

古
屋
大
学
の
減
災
館
を
視
察

し
た
。こ
の
建
物
は
、減
災
研

究
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
に

加
え
、免
震
建
物
と
し
て
、災

害
時
の
対
応
拠
点
に
な
る
。

減
災
に
つ
い
て
学
ぶ
場
と
し

て
一
般
公
開
さ
れ
、来
館
者

は
、先
月
で
５
万
人
に
達
し

た
。

　

減
災
館
視
察
後
、副
セ
ン

タ
ー
長
の
曽
根
好
徳
教
授
の

「
激
甚
化
す
る
豪
雨
災
害
に

備
え
る
」と
し
て
、7
月
に

発
生
し
た
九
州
北
部
豪
雨
災

害
を
検
証
し
た
講
演
を
聴
い

た
。

　
地
球
温
暖
化
や
異
常
高
温

で
50
㎜
以
上
の
降
り
方
が
増

加
し
て
い
る
。１
㎜
以
上
の

降
雨
で
、土
砂
災
害
に
備
え

る
。

　
①
身
の
回
り
の
災
害
リ
ス

ク
を
知
る
。

　
②
雨
の
降
り
方
に
注
意
プ

第
９
代
小
諸
藩
主
牧
野
康
哉
公
の

　
浅
麓
地
域
へ
の
功
績
か
ら
学
ぶ浅

麓
地
域
議
会
議
員
懇
談
会

　
11
月
6
日
　
小
諸
市
　
音
羽

防
災・減
災
対
策
の
先
進
地
を
視
察

11
月
15
日
　
名
古
屋
大
学
減
災
館

　
　
16
日
　
長
野
県
飯
田
市

収
穫
量
が
激
減
し
、農
民
が

口
減
ら
し（
間
引
き
や
う
ば

捨
て
な
ど
）を
し
て
い
る
こ

と
を
廻
村（
地
域
視
察
）に

よ
り
わ
か
る
と
、小
諸
藩
の

俸
禄
の
切
り
下
げ
、御
城
詰

米（
備
蓄
米
）の
放
出
、牧
野

本
家（
長
岡
藩
）よ
り
三
千

俵
の
食
糧・
種
籾
の
借
り
受

け
、上
州
か
ら
麦
を
買
い
入

れ
な
ど
飢
饉
対
策
を
行
っ

た
。

　

安
政
元
年
に
郷

村
復
興
方
役
所（
行

政
の
出
先
機
関
）を

設
け
て
、荒
地・
新

田
の
開
発
、治
水
の

完
備
、手
工
業
の
奨

励
な
ど
、領
民
の
暮

ら
し
を
豊
か
に
す

る
善
政
を
行
っ
た
。

　

彼
の
残
し
た
功

績
は
、地
域
活
性

化
に
既
存
の
モ
デ

ル
が
通
用
し
な
く

な
っ
た
現
代
の
行

ラ
ス
情
報
収
集

　
③
早
め
の
避
難
で
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る

と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　

２
日
目
は
、人
口
10
万
人

余
で
、市
長
直
轄
の
垂
直
的

な
意
思
決
定
組
織
整
備
が
図

ら
れ
、危
機
管
理
室
が
平
成

21
年
に
創
設
さ
れ
た
長
野
県

飯
田
市
を
視
察
し
た
。

　
危
機
管
理
室
職

員
は
、現
在
14
名

で
他
の
課
に
兼
務

職
員
が
21
名
の
体

制
で
災
害
発
生
し

た
時
に
初
動
対
応

が
で
き
る
よ
う

実
践
的
な
訓
練
が

日
頃
か
ら
確
立
し

て
い
る
。飯
田
市

は
、昭
和
22
年
の

飯
田
大
火
の
被
災

経
験
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
被
災

経
験
か
ら
、防
災

政
に
一
筋
の
光
を
あ
て
る
も

の
だ
っ
た
。

　
演
題
の
第
二
部
は「
小
諸

城
C
G
復
元
の
取
り
組
み
」

で
、長
野
大
学
の
田
中
教
授

の
グ
ル
ー
プ
が
市
民・大
学・

行
政
の
協
働
で
小
諸
城
の
昔

の
姿
を
再
現
し
た
。

　
地
域
振
興
の
モ
デ
ル
と
な

る
活
動
と
感
じ
た
。

�

内
堀　
喜
代
志

意
識
が
高
く
、防
災
に
か
け

る
費
用
に
対
し
て
も
住
民
理

解
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強

く
感
じ
た
。

　

実
践
的
な
防
災
対
策・
対

応
に
学
ぶ
べ
き
内
容
が
多
い

研
修
と
な
っ
た
。

　
総
務
福
祉
文
教
委
員
長

�

市
村　
千
恵
子
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